


























要約 

4～5 歳の時点で幼児健康診査を実施することの意義と、保護者や保育担当者及び保健担当

者のニーズを知る目的で、高崎市内でアンケート調査を実施した。4～5歳児健診の必要性

については、保護者の 80%が必要と答え、実施年齢については 5 歳時、場所は園でとの希

望が多かった。健診で知りたいことは心身の健康状態と学校での集団生活に備えた相談で

あった。保育所・幼稚園の園長の意見は、4～5歳児健診の必要あり 96%、適当な年齢は保

育所では 4歳、幼稚園では 5歳がやや多かった。実施場所は、保育所は園で、幼稚園は公

的機関・医療機関でとの希望が多かった。小学校養護教諭も 90%が健診は必要と答え、適

当な年齢は 5歳、場所は公的機関・医療機関とする意見が多く、内容は学校での適応に関

係する、言語、視力、聴力、精神関連のチェックを望んでいた。 


